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１．はじめに 

我が国の多くの河川では樹林化が進行 1)し，洪水流下

能力低下，水辺空間の親水性低下及び河原や草原等を

好む動植物の減少等，多岐にわたる問題が生じている． 

北海道の河道内樹木は約 75%がヤナギ科植物 2)で，そ

の割合は同じ積雪寒冷地の東北地方と比べても多い 3)．

これは，北海道では融雪出水後の非出水期にヤナギ科

植物の種子散布が行われ，出水期前に速やかに発芽・

成長する生活史が関係していると考えられる．加えて，

出水等により倒伏・流木化しても栄養繁殖により再生

できる種がヤナギ科植物に多い 4)ためと考えられ，成長

量を考慮すると影響は後者の方が大きいと考えられる． 

北海道東部を流れる十勝川水系札内川は，広い礫河

原が特長の河川であったが，2007～2010 年の降水量減

少に伴う出水の頻度及び規模低下等の複合要因により

急速に樹林化した．このため，礫河原再生に取り組み，

礫河原は回復してきたが，回復した礫河原の一部では

流木からの栄養繁殖により再樹林化が確認された． 

河道内樹木管理については多くの研究報告 5)がある

が，本稿は，栄養繁殖時の植物体内の栄養状態変化に

関する仮説を現地試験により検証し，栄養繁殖による

樹林化の効率的な抑制手法を提案するものである． 

 

２．樹林化抑制のための着目点と対応策 

 斎藤ら 4)は，札内川における調査により，流木からの

栄養繁殖の初期成長量は，種子から発芽して成長する

実生繁殖の約 10 倍に達したと報告している．また，写

真-1 に示すように，ヤナギ科植物の流木からの栄養繁

殖により，僅か 2 年で叢林を形成する事例も確認され

た．この驚異的な成長量に着目し，栄養繁殖に関する

仮説と樹林化抑制策を表-1のように整理・立案した． 

 

３．樹林化抑制試験方法 

３－１．栄養繁殖初期段階の流木天地返し 

 表-1の 1)の樹林化抑制策を『流木天地返し』と称し，

2016～2017 年に図-1に示す現地試験を実施した．不定

根を発生させた流木を幹伐し，[a]幹伐のみ，[b]幹伐

後の天地返しより根茎面を露出させ乾燥を促した流木

を比較することにより，天地返しの効果を検証した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 流木からの栄養繁殖による叢林形成状況※ 

表-1 栄養繁殖に関する仮説と樹林化抑制策 

仮説 樹林化抑制策 

栄養繁殖初期段階は，以後の成

長に必要な不定根の形成に植

物体内の栄養の大部分を使用． 

1)不定根形成に栄養使

用後，不定根が十分機

能する前に乾枯促進． 

叢林形成段階は栄養を蓄えた状

態だが，幹伐して栄養繁殖させ

た直後は栄養枯渇状態となる． 

2)幹伐，栄養繁殖後，

光合成等により新たな

栄養蓄積前に再幹伐． 

 

 

 

 

 

 

写真-2 流木からの不定根発生状況（札内川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 流木天地返し試験方法 

[a]幹伐のみ [b]幹伐後に天地返し,根茎
面露出させて乾枯促進

不定根
天地返し

出水時に流れ着いた流木

流木の幹から発生した不定根

幹
伐

幹
伐
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不定根 
一部が砂州に
埋まった流木 

萌芽幹 

(1)2016 年 10月 11日 20m (2)2017 年 10 月 8 日 20m 

(3)2018 年 9 月 15 日 20m (1) 2016 年出水により砂州上
に流木が集積． 

(2) 1 年後の 2017 年には流木
からの栄養繁殖を確認． 

(3) 2 年後の 2018 年には高さ
2m を超える叢林形成． 

※航空垂直写真で見る札内川
KP29.6 付近の変遷 

流木集積 

叢林形成 

流木から栄養繁殖 
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図-2 立木二段伐り試験方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 流木幹伐，天地返し 1ヶ月後の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-4 1 回目の胸高幹伐約 1～2ヶ月後の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-5 2 回目の根元幹伐約 1ヶ月後の状況 

３－２．叢林形成段階の二段伐り 

表-1の 2)の樹林化抑制策を『立木二段伐り』と称し，

2018 年に図-2に示す現地試験を実施した．(1)成長期に

胸高で幹伐，(2)萌芽幹の発生確認，(3)根元で再幹伐し

て枯死等の状況を確認することにより効果を検証した． 

 

４．樹林化抑制試験結果 

４－１．栄養繁殖初期段階の流木天地返し 

 2016 年は，幹伐のみ，天地返し各 2 個体で試験実施

した．写真-3 に示すように，幹伐のみの流木は約 1 ヶ

月後に栄養繁殖が確認され，幹伐後に天地返しした流

木は枯死した．他の個体も同様の結果だった． 

2017 年は，幹伐のみ 6 個体，天地返し 8 個体で試験

を実施した結果，全て枯死した．2017 年は，幹伐のみ

の流木も砂州表層から引き離して空気に触れる状態と

したため，不定根が乾燥して根を伸長できずに枯死し

たと考えられる．このことから，流木が大きく天地返

し困難な場合等は，不定根の乾燥により水分補給を断

つだけで栄養繁殖抑制効果が期待できると考えられる． 

４－２．叢林形成段階の二段伐り 

 写真-4 に示すように，成長期の 6 月に胸高で幹伐し

た結果，約 1 ヶ月後には高さ約 0.5m の萌芽幹，約 2 ヶ

月後には最大約 0.9m に達する多数の萌芽幹の発生が確

認された．旺盛に萌芽したこの状態において根元で再

幹伐した結果，写真-5 に示すように再萌芽は確認され

ず，幹は外縁部から乾燥し，枯れはじめていた． 

 

５．まとめ 

本樹林化抑制試験により，次のことが示された． 

 栄養繁殖可能なヤナギ科植物でも，植物体内の栄養

を使用させた後に根の乾燥や再幹伐を行うことによ

り，枯死を促し，再樹林化を抑制できる． 

 栄養繁殖初期段階は，不定根形成に植物体内の栄養

を使用した直後の幹伐と不定根乾燥が効果的である． 

 叢林形成段階は，幹伐により旺盛に栄養繁殖した後，

新たな栄養蓄積前の根元での再幹伐が効果的である． 
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再栄養繁殖による
再萌芽は見られない

幹は外縁部が乾燥し，
枯れ始めている

2018年10月12日 2018年10月12日

胸高幹伐後 2018年6月21日幹伐前 2018年5月31日

胸高幹伐約1ヶ月後の
萌芽状況 2018年7月25日

胸高幹伐約2ヶ月後の
萌芽状況 2018年9月4日

約0.5m
約0.9m

多数の萌芽
幹発生

約0.5m

栄養繁殖に
より萌芽幹
発生

胸高で
幹伐

(1)成長期の6月
に胸高で幹伐

胸高

(2)萌芽幹発生を
確認(拡大図)

栄養繁殖に
より萌芽幹

発生

根元

(3)根元で再幹伐
して効果検証

栄養繁殖
を確認

栄養繁殖は確認
されず枯死

【幹伐のみ】
幹伐直後 2016年9月16日

幹伐約1ヶ月後
2016年10月11日

【幹伐及び天地返し】
幹伐直後 2016年9月16日

幹伐約1ヶ月後
2016年10月11日

【ポイント】 
・2 回目の幹伐前に
多くの栄養を使わ
せた方が効果的． 

・このため，十分な
萌芽を確認してか
ら 2 回目の幹伐を
実施(2回目の時期
の目安は 9月)． 
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